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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】保安器に組み付けできるＵＨＦ受信アンテナを
提供する。
【解決手段】内部に避雷器を有し、ケーシング１０１に
ＴＶ信号入力用Ｆ型接栓座および信号出力用Ｆ型接栓座
が設けられた保安器（混合器）に、ＴＶ受信信号を供給
する装置において、Ｆ型接栓２３０を一端に有する１／
４波長受信アンテナ２００として構成され、前記信号入
力用Ｆ型接栓座に接続される受波導体をそなえたことを
特徴とする保安器組付け型ＵＨＦ受信アンテナ、および
このアンテナが一体的に組み込まれた保安器または混合
器１００。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　内部に避雷器を有し、ケーシングにＴＶ信号入力用Ｆ型接栓座および信号出力用Ｆ型接
栓座が設けられた保安器に、ＴＶ受信信号を供給する装置において、
　Ｆ型接栓を一端に有する１／４波長受信アンテナとして構成され、前記信号入力用Ｆ型
接栓座に接続される受波導体
　をそなえたことを特徴とする保安器組付け型ＵＨＦ受信アンテナ。
【請求項２】
　請求項１記載のＵＨＦ受信アンテナにおいて、
　前記１/４波長受信アンテナは、樹脂被覆層で覆われたことを特徴とするＵＨＦ受信ア
ンテナ。
【請求項３】
　請求項２記載のＵＨＦ受信アンテナにおいて、
　前記樹脂被覆層は、防水構造を有することを特徴とするＵＨＦ受信アンテナ。
【請求項４】
　内部に信号混合回路および避雷器を有し、ケーシングにＶＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座、
ＵＨＦ信号入力用接栓座および信号出力用接栓座が設けられ、
　前記ＵＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座に１/４波長受信アンテナが直接取り付けられたＵＨ
Ｆ受信アンテナ組み込み型保安器。
【請求項５】
　内部に信号混合回路を有し、ケーシングにＶＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座、ＵＨＦ信号入
力用接栓座および信号出力用接栓座が設けられ、
　前記ＵＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座に１/４波長受信アンテナが直接取り付けられたＵＨ
Ｆ受信アンテナ組み込み型混合器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、地上波デジタル信号を受信するためのアンテナに係わり、とくに保安器に組
み付ける形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上波デジタルテレビジョン放送（以下、「デジタル放送」という。）は、地上アナロ
グテレビジョン放送（以下、「アナログ放送」という。）に比べてその受信障害（ゴース
トを引き起こす反射障害、信号が届かない遮蔽障害）に強い。
【０００３】
　このため、従来、アナログ放送では受信障害が生じ、有線テレビジョン放送施設に接続
することを余儀なくされていた住戸であっても、デジタル放送であれば受信障害への耐性
の差の分だけ受信できる場合が多く生じる。
【０００４】
　ここで、有線テレビジョン放送、つまりケーブルテレビジョン（ＣＡＴＶ）・システム
では、幹線から各戸への引き入れ口に、保安器と呼ばれる避雷器を組み込んだ機器が設置
されている（特許文献1参照）。
【０００５】
　この保安器は、ＣＡＴＶ信号系からＴＶ信号の供給を受け取るものである。供給される
信号は、ＶＨＦ放送、ＵＨＦ放送、ＢＳ放送、ＣＳ放送等のうちから契約で選択された信
号が含まれている。
【特許文献１】特開2003-304513号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
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　一方、2011年7月に予定されているアナログ放送の停波に備えて、既に各地で地上波デ
ジタル放送が行われており、デジタル受像機への切換、デジタル放送用チューナの導入等
の動きが本格化している。
【０００７】
　この結果、デジタル受像機が既に設置されていれば、デジタル放送信号を得ることによ
り、現在でも地上波デジタル放送を受信することができる。そして、デジタル放送信号を
得るには、ＵＨＦ帯電波の受信できるアンテナを用意すればよい。
【０００８】
　そこで、ＣＡＴＶ信号系からの信号入力端にＵＨＦ放送信号が与えられれば、地上波デ
ジタル放送を受信することができる。
【０００９】
　本考案は上述の点を考慮してなされたもので、次の装置を提供することを目的とする。
【００１０】
　第1に、有線テレビジョン放送施設と住戸との接続に用いられる保安器の入力端子へ有
線テレビジョン放送施設からの供給線の替りに直接接続でき、有線放送用保安器への入力
ケーブルを取り外し、その保安器入力に直接挿入できる地上波デジタル放送用ＵＨＦアン
テナ、である。
【００１１】
　第２に、上記地上波デジタル放送用ＵＨＦアンテナを組み込むことにより、既存の保安
器に替えて、または既存の保安器と直列に接続することで、有線テレビジョン放送施設か
ら供給を受けているアナログ放送信号の入力と上記地上波デジタル放送用ＵＨＦアンテナ
が受信するデジタル放送信号の入力を混合し、住戸内に伝送する保安器、または混合器、
である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的達成のため、本考案では、
　ＵＨＦアンテナとして、
　内部に避雷器を有し、ケーシングにＴＶ信号入力用Ｆ型接栓座および信号出力用Ｆ型接
栓座が設けられた保安器に、ＴＶ受信信号を供給する装置において、
　Ｆ型接栓を一端に有する１／４波長受信アンテナとして構成され、前記信号入力用Ｆ型
接栓座に接続される受波導体
　をそなえたことを特徴とする保安器組付け型ＵＨＦ受信アンテナ、
　保安器として、
　内部に信号混合回路および避雷器を有し、ケーシングにＶＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座、
ＵＨＦ信号入力用接栓座および信号出力用接栓座が設けられ、
　前記ＵＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座に１/４波長受信アンテナが直接取り付けられたＵＨ
Ｆ受信アンテナ組み込み型保安器、
　混合器として、
　内部に信号混合回路を有し、ケーシングにＶＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座、ＵＨＦ信号入
力用接栓座および信号出力用接栓座が設けられ、
　前記ＵＨＦ信号入力用Ｆ型接栓座に１/４波長受信アンテナが直接取り付けられたＵＨ
Ｆ受信アンテナ組み込み型混合器、
　を提供するものである。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案は上述のように、保安器または混合器にＵＨＦ帯の１/４波長受信アンテナを一
体化するように構成したため、この受信アンテナから保安器、混合器に地上波デジタル受
信信号を与えることができる。この結果、デジタル受像機があれば、簡単に地上波デジタ
ル放送を受信することができる。
【考案を実施するための最良の形態】



(4) JP 3146723 U 2008.11.27

10

20

30

40

50

【００１４】
　以下、添付図面を参照して本考案の実施例を説明する。
【００１５】
　（接続例１）
　図１(a)，(b)は、本考案の一実施例を、従来の保安器（または混合器）と対比する形で
示した図であり、図１(a)は従来例の接続状態を示し、図１(b)は本考案の接続例を示して
いる。
【００１６】
　従来の保安器１００は、一般的に図１(a)に示すように、アイスクリーム・カップ状の
ケーシングに回路基板等を内蔵し、ほぼ円盤状の図示下面に２つ又は３つのＦ型接栓座が
設けられている。この接栓座は、一つは入力用、もう一つは出力用であり、それ以外に補
助入力用または信号分岐用として３つめの端子が設けられることもある。
【００１７】
　そして、それらＦ型接栓座には、それぞれＦ型接栓が接続される。それらのうちの一つ
が入力ケーブル１１０により共聴システムに接続され、他の一つが宅内への引き込みケー
ブル１２０に接続される。これにより、共聴（ＣＡＴＶ）システムからのＴＶ信号が宅内
の受像機に送り込まれる。
【００１８】
　図１(b)は、図１(a)における入力ケーブル１１０に換えて、本考案に係るＵＨＦ受信ア
ンテナ２００を繋ぎ込んだ状態を示している。このＵＨＦ受信アンテナ２００は、受波器
２１０が保安器１００の底面の接栓座に接続されて縦方向に配され、根元部分に防水キャ
ップ２２０が嵌装されている。
【００１９】
　本考案に係るＵＨＦ受信アンテナ２００は、保安器ではなく混合器に適用することもで
き、その場合も同様に繋ぎ込めばよい。
【００２０】
　（接続例２）
　図２は、既設の保安器（または混合器）１００と新設の保安器（または混合器）１００
ｂを用い、うち一つ１００をケーブル１１０による共聴システムからのＴＶ信号の受け入
れ用として、他の一つ１００ｂをＵＨＦ受信アンテナによるＴＶ信号受信用とし、かつ両
者１００ａ，１００ｂを仲介ケーブル１３０により接続したものである。これにより、共
聴システムからのＴＶ信号およびＵＨＦ受信アンテナからのＴＶ信号を両方とも受信する
ことができる。
【００２１】
　（接続例３）
　図３は、図２の構成を単一の保安器または混合器で実現したもので、保安器（混合器）
１００ｃの底面に設けられた３つの端子の、一つ目は共聴システム用としてケーブル１１
０を繋ぎ込み、２つ目はＵＨＦ受信アンテナ２００を接続し、３つ目にケーブル１２０を
繋ぎ込んで宅内への引き込み用としたものである。
【実施例１】
【００２２】
　図４は、本考案の一実施例の構造を示した縦断面図である。この実施例１では、保安器
（混合器）１００の底面に設けられた接栓座に、本考案に係るＵＨＦ受信アンテナ２００
を繋ぎ込んだ状態を示している。
【００２３】
　保安器１００は、アイスクリーム・カップ状のケーシング１０１に取り付け具を有する
底面部材１０２が下方から嵌装される構造となっている。そして、底面部材１０２の図示
下面には、樹脂製の絶縁体を介して少なくとも２つのＦ型接栓座１０３が設けられ、一つ
は入力用で共聴システムに接続され、もう一つは出力用で宅内引き込みケーブルに接続さ
れる。
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【００２４】
　ＵＨＦ受信アンテナ２００は、受波器２１０がアルミニウム製のパイプ状であり、その
図示上端にＦ型接栓２３０が設けられている。このＦ型接栓２３０を保安器１００の信号
入力用の接栓座に繋ぎ込むことにより、ＵＨＦ受信アンテナ２００の受信信号を保安器１
００に与えることができる。
【００２５】
　受波器２１０にはアルミニウム製パイプのかわりに同軸ケーブルを用いて構成するもの
としては、シースを受波導体として中心導体はその剛性を形状保持に利用できる。
【実施例２】
【００２６】
　図５(a)，(b)は、ＵＨＦ受信アンテナ単体の構成例を示したもので、図５(a)はロッド
形状のもの、図５(b)は平板状のものを示している。すなわち、図５(a)は、簡便には、例
えば同軸ケーブルを加工することにより、同軸ケーブルの中心導体を１／４λ長の受波導
体２１１とし、同軸ケーブルの絶縁層を受波導体２１１の被覆とし、かつ基部には同軸ケ
ーブルのシース２１３を若干残した構成としている。
【００２７】
　また、図５(b)は、プリント配線板を用いて構成したものであり、受波導体２１１をプ
リント基板の銅箔により構成し、プリント基板の絶縁樹脂層２１２により受波導体２１１
を支持する。
【００２８】
　図６(a)，(b)は、図５(a)，(b)の受信アンテナ単体に、ＰＶＣカバー２１４および防水
カバー２２０を被せて防水処理をし、完成品としたものである。これにより、屋外での使
用に耐え得る受信アンテナとなる。
【他の実施例】
【００２９】
　上記実施例では、受波導体としてアルミニウム・パイプ、同軸ケーブルのシースもしく
は中心導体、又はプリント基板の銅箔を利用することとしたが、その他適度な弾性および
剛性を持った種々の導体を利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１(a)，(b)は、従来の保安器（混合器）と本考案の一実施形態の接続例を対比
的に示す説明図。
【図２】２つの保安器（混合器）を用いてＣＡＴＶシステムとＵＨＦ受信アンテナとに接
続する例を示す説明図。
【図３】単一の保安器（混合器）にＣＡＴＶシステムおよびＵＨＦ受信アンテナを接続し
た例を示す説明図。
【図４】本考案の一実施例の構造を示す縦断面図。
【図５】図５(a)はロッド状のアンテナ素子を、図５(b)は平板状のアンテナ素子をそれぞ
れ示す説明図。
【図６】図６(a),(b)は、図５(a),(b)に示したアンテナ素子を用いて構成した１/４波長
受信アンテナの構造を示す断面図。
【符号の説明】
【００３１】
　１００,１００ａ,１００ｂ，１００ｃ　保安器（混合器）、
１０１　ケーシング、１０２　底面部材、１０３　Ｆ型接栓座、
１１０　入力ケーブル、１２０　引き込みケーブル、１３０　仲介ケーブル、
２００　ＵＨＦ受信アンテナ、２１０　受波器、２１１　受波導体、
２１２　絶縁樹脂層、２１３　シース、２２０　防水キャップ、
２３０　Ｆ型接栓、２４０　ＰＶＣカバー。　
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